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「このソリューションを
社内で活用することに 
より、インフラストラク
チャーの急速な変革への
対応と、IBM のエンド
ポイント・セキュリ
ティーの強化、かつ、 
優れた ROI を実現する
ことができます。」 
 
－IBM チーフ・インフォメーション・ 
  セキュリティー・オフィス、シニア・ 
  テクニカル・スタッフ・メンバー、 
  David Merrill 
 

 

IBM が Tivoli Endpoint 
Manager を社内に展開 
IBM が自社のワークステーションおよび 
モバイル・セキュリティー・インフラスト 
ラクチャーを変革 
 
今日のほかの企業と同様に、IBM は、自社のインフラストラ
クチャーおよび 42 万 5,000 人を超える社員を保護する必要
があります。IBM が直面するセキュリティー上の脅威と攻撃
の、量とその頻度は相変わらず増え続けており、引き続き、 
エンドポイント、インフラストラクチャー、およびデータを保
護する上での課題を投げかけています。そして、他社がそうで
あるのと同様に、IBM も常にコスト削減と効率向上の手段を
求めています。 
 
IBM のビジネス・モデルの発展は、それと同時に、IBM の 
エンドポイントとインフラストラクチャー維持の課題を増やす
ことになりました。IBM の非標準エンドポイントの数は大幅
に増えており、次のような状況により、今後ますます増える傾
向にあります。 
 
• 共同開発プロジェクトに向けた他企業との提携 
• 買収と売却の加速 
• 保護されていないインフラストラクチャー内での作業や、そ
うしたインフラストラクチャーから接続する作業者の比率の
増加 

• Windows 以外のコンピューティング・デバイスの増加 
 
大きな成功を収めたパイロット導入 
IBM は、BigFix テクノロジー上に基づく IBM Tivoli Endpoint 
Manager ソリューションのパイロット導入を行い、パッチ管理、
セキュリティー構成、およびソフトウェア配布の課題に取り組
みました。このパイロット導入では以下のような成果を上げて
います。 
 
• 24 時間以内でパッチの配布が可能 ―― 従来は通常 3 ～ 

14 日 
• 24 時間以内で 98 % のコンプライアンス達成 ―― 従来は 

5 日以内で 92 % 
• パイロット導入の参加者の 35 % が少なくとも 1 つは従来
のパッチを適用していなかったことを確認 
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パイロット導入によって、コンプライアンス・モデルが変化し
ました。これまで個々のユーザーに依存していた問題修正でし
たが、Tivoli Endpoint Manager によりエンドポイントやユー
ザーのタイプそれぞれに適確に対応した特定のアクションを実
施。対象となる Windows 要件の 90 % が自動的に修正される
ようになりました。全体として、パイロット導入のグループで
は IT およびセキュリティーの問題が大幅に減少し、IBM 社内
で最も良い状況になりました。 
 
他社が行うのと同様に、IBM は Tivoli Endpoint Manager のパ
イロット導入を IBM のすべてのエンドポイントに拡大するビ
ジネス上の価値を検討しました。そして、最初の 1 年で、
ワークステーションのセキュリティーに関する問題を 50 % 減
らし、1,000 万ドルのコスト削減が可能であるものと見積もり
ました。 
 
IBM 史上最速の社内展開 
パイロットプログラム導入による大きな成功と、強力なコスト
の正当性に基づき、IBM は全世界で Tivoli Endpoint Manager 
を社内展開しました。この資料が公開されたとき、IBM は、
Windows、Mac、および Linux を合わせて 750,000 あるエンド
ポイントのうち、550,000 を超えるエンドポイントに、半年も
かからずに Tivoli Endpoint Manager をすでに展開済みで、2011 
年末の完了を目指していました。これは IBM 史上最大最速の
内部展開です。 
 
IBM による展開は 3 つの地域、すなわち、北アメリカ、ヨー
ロッパ、およびアジア太平洋に分けて組織されています。各地
域はそれぞれ物理的な 1 台の専用 Tivoli Endpoint Manager 管
理サーバーによってサポートされているので、IBM 全体は合
計 3 台の Tivoli Endpoint Manager 管理サーバーによってサ
ポートされていることになります。 
 
IBM はすでに、Tivoli Endpoint Manager のさらに多くの機能を
使用するために、展開の初期段階が終わった後の積極的な社内
展開の計画を策定しています。これには、モバイル・エンドポ
イント管理機能が製品に追加された場合に備えてのモバイル・
エンドポイントへの拡張が含まれています。 
 
IBM Tivoli Endpoint Manager は、物理エンドポイントと仮想 
エンドポイントの両方に可視性を提供できる単一ソリュー 
ションに、エンドポイントのライフサイクルおよびセキュリ
ティーの管理を組み込むことによって、あらゆる規模の組織が
よりスマートで迅速なエンドポイント管理を行えるようにしま
す。いくつもの複雑なネットワークにわたる時間のかかる作業
を自動化することにより、組織はリスクを減らし、コンプライ
アンスを維持し、精度を高め、生産性を向上させながら、コス
トをコントロールできます。 
 

詳細 
IBM Tivoli Endpoint Manager の詳細について
は、IBM 営業担当員または IBM ビジネス・
パートナーにお問い合わせいただくか、以下
のサイトをご覧ください。
ibm.com/software/jp/tivoli/products/endpoint/ 
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